
教師全員で学校の課題に向き合い、
学びやすく、働きやすい環境をつくる

長崎県・私立長崎南山中学校・高校

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師同士の日常的な学び合いが求められている。
職員会議や教員研修などで、教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる一助となるよう、

今号も、対話の場づくりに取り組む実践者に話を聞いた。

　

高
大
接
続
改
革
へ
の
対
応
、
そ
し
て
、
実

施
が
近
づ
く
新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た

授
業
改
善
の
推
進
の
た
め
、
長
崎
南
山
中
学

校
・
高
校
で
は
、
17
年
度
か
ら
学
校
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
教
師
一
人
ひ
と
り
が
学

校
改
革
を
自
分
事
と
捉
え
て
参
画
し
、
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
を
学
校
全
体

で
共
有
し
て
、
働
き
や
す
い
学
校
環
境
を
つ

く
る
た
め
に
、
同
校
で
は
、
学
校
改
革
を
推

進
す
る
た
め
の
組
織
体
制
を「
ミ
ド
ル・ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
方
式
」
の
考
え
方
で
構
築
し
た
上

で
、
月
１
回
の
「
全
校
職
員
研
修
会
」
を
実

施
し
て
い
る
。
以
下
、「
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
方
式
」
と
「
全
校
職
員
研
修
会
」
の

取
り
組
み
を
中
心
に
、
同
校
の
改
革
の
歩
み

を
紹
介
す
る
。

　

同
校
は
、創
立
60
周
年
を
迎
え
た
12
年
度
、

「
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
」
と
い
う
教
育
目

標
を
達
成
す
る
べ
く
掲
げ
ら
れ
た
「
高
い
人

格
」「
広
い
教
養
」「
強
い
責
任
感
」
の
校
訓

の
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
必
要
な
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
た
め
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
教
育
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
様
々
な
教
育

活
動
の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
。
５
年
が
経

過
す
る
中
で
、
そ
う
し
た
営
み
の
成
果
と
課

題
を
整
理
す
る
時
期
が
来
て
い
た
と
、
藤
田

仁ひ
と
し

副
校
長
は
振
り
返
る
。

　
「
私
立
学
校
ゆ
え
、
教
師
の
顔
触
れ
が
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
中
で
、
私
た
ち
は
、
本

自
校
の

風
土
に
合
っ
た

組
織
体
制
を
構
築
す
る

◎神言修道会を経営母体とする長崎南山学園が、カトリック長崎教区立東陵学園を継承して1952
年に創立。以来、ミッションスクールとして、〝Hominis Dignitati（人間の尊厳のために）〟という教育
目標を掲げ、それを支える 3 つの校訓「高い人格」「広い教養」「強い責任感」の下、グローバル時
代を生きるために必要な資質・能力を育む「リーダーシップ教育」に力を入れている。
◎設立　1952（昭和 27）年　◎形態　全日制／普通科／男子校　◎生徒数　１学年中学校約
60 人、高校約 250 人　◎２０１9年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、山口大、長崎大、
熊本大、琉球大、首都大学東京、神戸市外国語大などに 34 人が合格。私立大は、慶應義塾
大、上智大、東京理科大、法政大、明治大、早稲田大、南山大、同志社大、立命館大、関西大、
関西学院大、西南学院大などに延べ 251 人が合格。　◎ URL　http://www.n-nanzan.ed.jp/

副
校
長

藤
田
　

仁
　
ふ
じ
た
・
ひ
と
し

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
34
年
目
。「
弱

い
立
場
の
人
に
こ
そ
、
思
い
や
り
の
心
を
寄
せ

る
こ
と
の
で
き
る
人
を
育
て
た
い
」

企
画
構
想
部
部
長
、
学
校
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
長

福
田
鉄
雄
　
ふ
く
だ
・
て
つ
お

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
3
年
目
。
管

理
職
参
与
。
国
語
科
。「
明
日
を
生
き
る
希
望
を

持
つ
こ
と
の
で
き
る
〝
力
〟
を
育
て
た
い
」

企
画
構
想
部
主
任
、
図
書
主
任
、
生
徒
会
主
任

中
島
　

寛
　
な
か
し
ま
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
国

語
科
。「
教
育
に
は
挑
戦
が
必
要
で
あ
る
。
挑
戦

な
き
と
こ
ろ
に
成
長
・
進
化
な
し
」
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校
の
理
念
を
踏
ま
え
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

教
育
の
実
現
の
た
め
に
、
ま
だ
で
き
る
こ
と

が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
思
い
を
抱
き
つ
つ
、

同
時
に
、
今
後
何
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か

が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　

授
業
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
学
校
行
事
、
そ

し
て
部
活
動
と
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」

を
実
践
す
る
場
面
は
多
様
に
存
在
す
る
が
、

そ
の
実
践
は
、
個
々
の
教
師
の
創
意
工
夫
に

委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
一

方
で
、
教
師
の
働
き
方
へ
の
関
心
が
社
会
的

に
高
ま
り
始
め
て
い
る
中
で
、
個
々
の
教
師

に
負
担
を
か
け
な
い
形
で
、
全
校
的
な
指
導

改
善
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
教
育
改
革
と

組
織
改
革
を
同
時
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
っ
た
と
、
長
崎
県
立
高
校
の
校
長
と
し
て

学
校
改
革
を
推
進
し
て
き
た
経
験
を
持
つ

福
田
鉄
雄
先
生
は
語
る
。

　
「
全
校
的
な
指
導
改
善
は
、
組
織
改
革
な

し
に
は
実
現
し
ま
せ
ん
。
た
だ
、
管
理
職
が

強
力
に
改
革
を
推
進
す
る
よ
う
な
ト
ッ
プ
・

ダ
ウ
ン
方
式
は
本
校
の
文
化
と
し
て
な
じ

ま
な
い
で
す
し
、
か
と
い
っ
て
、
ボ
ト
ム
・

ア
ッ
プ
方
式
で
は
推
進
に
時
間
が
か
か
り
、

新
学
習
指
導
要
領
等
へ
の
対
応
が
後
手
に

回
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
管
理
職

と
教
職
員
全
体
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
今
後
の

改
革
の
方
向
性
を
構
想
し
、
各
分
掌
と
連
携

し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
企
画
・
運
営
・
推
進

し
て
い
く
企
画
構
想
部
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
（
図
１
）」

　

同
校
の
改
革
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
学
校
改
革
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以
下
、
学
校
改

革
推
進
Ｐ
Ｔ
）
の
存
在
だ
。
学
校
改
革
推
進

Ｐ
Ｔ
は
、
17
年
４
月
、
各
分
掌
の
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
さ
ら
に
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を

含
む
10
人
余
り
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

た
組
織
で
、
企
画
構
想
部
の
諮
問
機
関
と
し

て
の
役
割
を
担
う
。
そ
し
て
、
学
校
改
革
推

進
Ｐ
Ｔ
に
は
、
付
帯
す
る
組
織
と
し
て
、
学

校
が
対
応
す
べ
き
課
題
別
に
５
人
程
度
の

教
師
で
構
成
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（
以
下
、
Ｗ
Ｇ
）
が
あ
る
。
Ｗ
Ｇ
に
参
加

す
る
教
師
は
、
教
科
や
分
掌
を
横
断
す
る
形

で
招
集
さ
れ
る
が
、
Ｗ
Ｇ
の
リ
ー
ダ
ー
を
学

校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
が
務
め
る

こ
と
で
、
現
場
の
教
師
の
声
を
し
っ
か
り
と

図２　「学び方」「働き方」に関する課題

※学校改革推進プロジェクトチームによるアンケートの結果（2017年）を基に編集部で作成。

よく取れている 
8%

余裕を持って
取り組んでいる 1%

ある程度余裕を持って
取り組んでいる 30%

余裕がないと
感じている 42%

ほとんど余裕がなく、
精神的・肉体的に
疲れることが多い 

22%

全く余裕がなく、正直
続ける自信がなくなる

時がある 4%

Q.教材研究など、授業の準備時間は思うように取れていますか

Q.現在の仕事について

ある程度取れている 
28%

ちょっと足りない 
30%

とても足りない
20%

そのほか14%

管理職

企画構想部

全教職員

図１　長崎南山中学校・高校の「ミドル・アップダウン方式」体制

＊学校資料を基に編集部で作成。

学校改革推進プロジェクトチーム

以下の10のワーキンググループ（ＷＧ）を含む
A.コース・カリキュラム　B.英語（グローバル）教育
C.学校行事　D.中学部・中高接続
E.授業改善・学び方・教室環境
F. 働き方・職場環境改善①（勤務時間や部活動指導など）
G.働き方・職場環境改善②（働きやすい環境づくりなど）
H.組織・研修システム　I.探究学習・キャリア教育　
J.学習と部活動

で
の
意
思
決
定

総
合
企
画
会
議

　

で
の
議
論

全
校
職
員
研
修
会

現場から課題を吸い上げ、迅速に対応の意思決定をするために、同校で構築さ
れた組織体制。上記のＷＧは第 1 期のものであり、第 2 期では、探究学習とキャ
リア教育が独立したテーマになるなど、11 のＷＧに再編されている。
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拾
い
上
げ
、
企
画
構
想
部
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
現
場
の
課
題

や
声
を
、
企
画
構
想
部
が
学
年
・
教
科
・
分

掌
と
連
携
し
な
が
ら
ま
と
め
、
管
理
職
に
報

告
し
た
り
、
承
認
を
求
め
た
り
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
企
画
構
想
部
と
学
校
改
革
推
進
Ｐ

Ｔ
が
「
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
」
の

核
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

企
画
構
想
部
や
学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
の

メ
ン
バ
ー
は
、
先
進
校
視
察
な
ど
を
行
う
中

で
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
学
び
続
け
る
こ
と

が
、
指
導
力
向
上
に
不
可
欠
だ
と
認
識
し
、

学
校
に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
、

教
師
の
学
び
を
支
援
で
き
る
の
か
を
検
討

し
た
。
そ
う
し
た
動
き
の
契
機
に
な
っ
た
の

は
、
17
年
夏
に
実
施
し
た
全
教
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
（
Ｐ
．53
図
２
）
だ
っ
た
と
、
企
画

構
想
部
主
任
の
中な

か

島し
ま

寛
先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
高
大
接
続
改
革
に
対
す
る
意
識
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
電
子
黒
板
の
活
用
状
況
ま
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
が
、働
き
方
に
関
す
る
質
問
で
は
、『
勉

強
し
た
い
け
れ
ど
、そ
の
時
間
が
な
い
』
と
、

先
生
方
か
ら
率
直
な
声
が
上
が
り
ま
し
た
」

　

学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
っ
た
藤
田
副
校
長
、
福
田
先
生
、
中
島

先
生
は
、
各
分
掌
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
話
し
合
う
中
で
、

教
師
に
と
っ
て
学
び
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
、
学
校
改
革
の
成
功
の
鍵
を
握
る

と
確
信
し
た
。

　
「
先
生
方
が
無
理
を
し
て
時
間
を
捻
出

し
、勉
強
す
る
よ
う
な
対
症
療
法
で
は
な
く
、

教
師
も
学
び
や
す
い
学
校
を
つ
く
る
と
い

う
体
質
改
善
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
の
関
心
に
合
わ
せ
て
勉
強
し
た
り
、
お
互

い
の
実
践
か
ら
学
び
合
っ
た
り
す
る
時
間

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か

を
、
学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
と
話

し
合
い
ま
し
た
」（
藤
田
副
校
長
）

　

17
年
の
冬
、
学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
で
の
議

論
の
結
果
を
企
画
構
想
部
が
ま
と
め
、
校
長

に
実
行
施
策
を
提
案
し
た
。
企
画
構
想
部
の

部
長
と
し
て
福
田
先
生
は
、「
朝
補
習
や
土

曜
授
業
を
廃
止
す
る
」「
月
１
回
、
授
業
や

部
活
動
を
休
み
に
し
て
全
校
職
員
研
修
会

を
実
施
す
る
」「
個
人
研
究
日
を
設
置
す
る
」

な
ど
の
18
年
度
か
ら
の
実
行
施
策
（
図
３
）

を
携
え
て
、
校
長
と
の
面
談
に
臨
ん
だ
。
校

長
は
、「
先
生
方
が
話
し
合
っ
た
結
果
、
必

要
だ
と
考
え
た
こ
と
な
の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
快
諾
し
た
と
い
う
。

　
「『
本
当
に
よ
い
の
で
す
か
？
』
と
、
私
の

方
が
聞
き
返
し
た
く
ら
い
の
即
決
で
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
よ
い
こ
と
で
あ
れ
ば
早

く
始
め
ま
せ
ん
か
』
と
、
17
年
度
中
に
全
校

教
師
に
学
び
を

保
障
す
る
た
め
、

全
校
研
修
日
を
設
置

•ワーキンググループからの中間報告
•各教科からの「主体的・対話的で深い学び」の実践報告
•多面的・総合的評価とポートフォリオに関する講演会
•グローバル教育の現状を学び、育みたい資質・能力を考える講演とワークショップ
•「学びの共同体」による学校改革に関する講演、公開授業研究会の参観
•各部活動の年間行事と進路指導年間計画の共有
•先進校視察報告
•「総合的な探究の時間」の運用について
•高大接続のあり方についての講演会
•タブレットを活用した教育に関する講演会
•自校教師による研究授業

月1回の「全校職員研修会」は、午前にＷＧや分掌、教科などからの発表が行われ、午
後はＩＣＴ活用やグローバル教育、ポートフォリオなど、特定のテーマに特化した学習
会となるケースが多い。

図３　これからの教育に対応する「学び」のための
「働き」方改革

図４　「全校職員研修会」の内容例

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊学校資料を基に編集部で作成。

❶授業時間の整理（0 時限カット、50分×７コマ、土
曜授業の廃止）

❷「全校研修日（全日または半日）」を原則月１回実施

❸「個人研究日（週１日または半日）」の設置

❹「個人研究費（年１万円）」の新設

❺「コース会議」の設置

❻『研究紀要』の発刊

全校研修日の午前に行われたＷＧの話し合いの
様子。ここでの議論が、学校改革推進ＰＴ、さ
らに企画構想部での議論につながっていく。

全校研修日の午後に行われたワークショップ形
式での話し合いの様子。教科や分掌を超えて「育
成を目指す資質・能力」を語り合った。

54 December  2019

0-01-J-21521-000 2019 年度VIEW21高校版 12月号 54頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/25
山本憲

念
校
12/04
藤原 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P52-55_view21koukou-12g.indd   54 2019/12/04   11:08



職
員
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
を
逆
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
月
に
１
回
授
業
を
休
み
に
し

て
、
生
徒
は
自
宅
学
習
の
日
と
す
る
に
は
、

保
護
者
の
理
解
が
必
要
で
す
か
ら
、
校
長
は

す
ぐ
に
保
護
者
向
け
の
文
書
の
作
成
を
始

め
ま
し
た
」（
福
田
先
生
）

　

18
年
１
月
か
ら
毎
月
１
回
行
わ
れ
て
い

る
「
全
校
職
員
研
修
会
」
は
、
Ｗ
Ｇ
、
教

科
、
分
掌
、
学
年
か
ら
の
発
表
、
大
学
教
授

や
他
校
の
教
師
を
招
い
た
講
演
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
話
し
合
い
な
ど
、
内
容

は
時
機
に
応
じ
て
様
々
だ
（
図
４
）。
ま
た
、

半
日
を
自
主
研
修
と
し
て
、
各
教
師
が
教
材

研
究
な
ど
に
充
て
る
こ
と
も
あ
る
。
個
人
研

究
日
を
利
用
し
て
他
校
の
研
究
授
業
に
参

加
す
る
教
師
も
増
え
、
今
で
は
大
半
の
教
師

が
授
業
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、授
業
の
様
子
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
「
校
外
で
学
ん
で
き
た
こ
と
、
実
際
に
授

業
で
実
践
し
て
み
た
こ
と
、
さ
ら
に
『
研
究

紀
要
』
に
書
か
れ
た
内
容
な
ど
を
、
教
師
同

士
で
語
り
合
う
場
面
が
増
え
、
教
師
間
の
相

互
理
解
が
進
ん
で
い
ま
す
」（
中
島
先
生
）

　
「
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
」
で
の

学
校
改
革
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
企
画
構

想
部
と
学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
が
打
ち
出
し

た
改
革
項
目
を
、
各
教
科
や
分
掌
が
速
や
か

に
実
行
で
き
る
よ
う
に
、
企
画
構
想
部
の
メ

ン
バ
ー
が
教
科
や
分
掌
の
サ
ポ
ー
ト
に
入

る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。
既
に
、
体
育
祭
の

開
催
時
期
、
定
期
考
査
と
追
試
の
あ
り
方
、

卒
業
生
の
進
路
の
情
報
管
理
方
法
な
ど
が
、

こ
の
２
年
間
で
見
直
さ
れ
て
き
た
。

　

19
年
度
か
ら
は
、企
画
構
想
部
と
各
分
掌・

学
年
・
コ
ー
ス
長
が
参
加
す
る
「
総
合
企
画

会
議
」
を
月
に
１
回
開
催
し
て
い
る
。
企

画
構
想
部
が
全
教
職
員
に
提
示
す
る
実
行

項
目
の
方
針
や
内
容
を
、「
総
合
企
画
会
議
」

で
承
認
を
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
各
分

掌
・
学
年
・
コ
ー
ス
へ
の
理
解
・
浸
透
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
、
同
会
議
の
設

置
の
ね
ら
い
だ
が
、
企
画
構
想
部
の
意
思
決

定
機
関
と
し
て
の
存
在
感
が
一
層
高
ま
っ
た
。

　
「
提
案
や
相
談
を
、
企
画
構
想
部
や
学
校

改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
に
直
接
持
ち
か
け
て
く
る

先
生
も
増
え
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
メ
ン

バ
ー
に
若
手
の
先
生
が
い
ま
す
の
で
、
話
し

か
け
や
す
い
よ
う
で
す
」（
藤
田
副
校
長
）

　

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
へ
の
対

応
と
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」
の
さ
ら

な
る
推
進
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
同
校

の
改
革
は
、
19
年
度
か
ら
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
」
の
新
設
、
選
択
授
業
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
拡
充
な
ど
の
形
で
結
実
し

よ
う
と
し
て
い
る
（
図
５
）。
そ
う
し
た
中
、

教
師
た
ち
が
感
じ
て
い
る
の
が
、
長
崎
南
山

中
学
校・高
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
、
今
以
上
に
生
徒
や
教
師

に
と
っ
て
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
言

葉
で
表
現
す
る
こ
と
の
必
要
性
だ
。

　
「
20
年
度
か
ら
は
、
３
年
間
に
わ
た
る
探

究
学
習
も
始
ま
り
ま
す
。
探
究
す
る
力
と
は

ど
の
よ
う
な
力
な
の
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
ど
ん
な
資
質
な
の
か
、
教
科
や
学
年
を

超
え
て
教
師
、
生
徒
が
共
有
で
き
る
言
葉
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
２

年
余
り
で
、
私
た
ち
は
学
校
の
動
か
し
方
を

学
び
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
主
に
身
近
な
課
題

を
原
動
力
に
し
た
も
の
で
し
た
。
ミ
ド
ル
・

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
の
学
校
改
革
や
、
全
校

職
員
研
修
会
等
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
で

き
た
土
壌
を
生
か
し
て
、
今
後
も
『
ど
の
よ

う
な
教
師
で
あ
り
た
い
の
か
』『
学
校
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
』
と
い
っ
た
理
想
を
語
り
合

い
、
そ
れ
ら
を
共
通
の
言
葉
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
教
育
を
具
体
的
に
形
づ
く
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
福
田
先
生
）

　

教
師
が
対
話
し
、
学
び
合
う
環
境
を
整
え

た
同
校
の
学
校
改
革
は
、
目
指
す
ゴ
ー
ル
を

更
新
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
い
く
。

学
び
合
い
、
語
り
合
え
る

土
壌
を
生
か
し
て

教
育
目
標
を
探
究
す
る

図５　学校改革のこれまでとこれから

＊学校資料を基に編集部で作成。

２０１７年４月 •学校改革推進プロジェクトチーム発足

２０１７年８月 •ワーキンググループ人選スタート

２０１８年１月 •ワーキンググループの活動スタート
•「全校職員研修会」スタート

２０１９年度の検討テーマと成果

●「グローバルリーダークラス
　（２、３年次クラス）」の新設
●「南山リベラル・アーツ（自主選択講座）」
　の設置
●３年間にわたる「総合的な探究の時間」
　の実施
●中学部における「学びの共同体」
　の全校実施
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